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SnapManager のトラブルシューティング

ここでは、発生する可能性のある最も一般的な問題とその解決方法について説明しま
す。

次の表に、一般的な問題と解決策を示します。

問題主導の質問 解決策の可能性があります

ターゲット・データベースとリスナーは動作してい
ますか

lsnrctl statusコマンドを実行しますデータベース・イ
ンスタンスがリスナーに登録されていることを確認
します。

ストレージは認識されていますか。 次の手順を実行します。

1. [ マイコンピュータ ] を右クリックし、 [ * 管理 ]
を選択します。

2. [Storage>*SnapDrive >*Hostname>*Disks*] をク
リックします。

SnapManager サーバは稼働していますか。 ステータスを確認し、サービス設定を使用してサー
バを起動します。

グラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）また
はコマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用
してプロファイルに関連する SnapManager コマンド
を開始するには、サーバが稼働している必要があり
ます。サーバを起動せずにリポジトリを作成または
更新できますが、他のすべての SnapManager 操作を
実行するには、サーバが実行されている必要があり
ます。

SnapManager サーバを起動するには、次のコマンド
を入力します。

「SMSAP_SERVER START」

SnapManager の実行に必要なすべてのコンポーネン
トが正しく設定されていますか？

「SMSAP system verify」コマンドを実行し
て、SnapDrive が正しく設定されていることを確認し
ます。

正しいバージョンの SnapManager を使用しています
か？

「SMSAP version」コマンドを使用し
て、SnapManager のバージョンを確認します。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

問題ログファイルを調べて、エラーメッセージが
SnapManager の特定に役立つかどうかを確認しまし
たか。

SnapManager は、すべてのログ・エントリを 1 組の
循環型ログ・ファイルに記録します。ログ・ファイ
ルはC：\program_files\NetApp\SnapManager for
SAP\logsにあります。

Windows 2008 を使用している場合、ログは次の場所
にあります。

• 処理ログ：

◦ C：\Program Files\NetApp\SnapManager for
SAP\var\log\smsap`

• クライアントログ：

◦ 「C：\Users\
Administrator\AppData\Roaming\NetApp\SMS
\3.3.0\」に移動します

ログの参照先としては、「C：\Documents and
Settings\hostname\Application
Data\NetApp\SMS\3.3.3.0\log」も推奨されます

各処理ログは、「SMSAP_OF_DATE_TIME .log」と
いう形式の独自のログファイルに書き込まれます。

Data ONTAP を実行していないストレージ・システ
ムにアーカイブ・ログが格納されている場合、
SnapManager でのバックアップ処理からそれらのロ
グを除外しましたか。

「smsap.config」ファイルを使用すると、特定のアー
カイブログファイルを除外できます。Windowsの場
合、このファイルは「C：\Program
files\NetApp/smsap\properties\smsap.config」の場所
にあります

ローカルアーカイブログを除外するには、ファイル
に記載されている形式を使用します。追加情報につ
いては、「設定プロパティ」のトピックを参照して
ください。

SnapManager CLI からバックアップを作成する際
に、アーカイブログのデスティネーションを除外す
ることもできます。追加情報については ' データベー
ス・バックアップの作成に関するトピックを参照し
てください

SnapManager の GUI からバックアップを作成する際
に、アーカイブログのデスティネーションを除外す
ることもできます。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

Windows で SnapManager をインストールまたはア
ップグレードしようとしているディレクトリで MS-
DOS ウィンドウが開いていますか ?

次のようなエラーメッセージが表示されます。

Directory

C:\Program

Files\NetApp\SnapManager for

SAP\bin

is currently in use by another

program.

Any window, opened by you or

another user, that is currently

referencing this directory must be

closed before installation can

proceed.

ウィンドウを閉じて、インストールまたはアップグ
レードを再試行します。

リポジトリに接続できませんでしたか ? リポジトリへの接続に失敗した場合は’リポジトリ・
データベース上でlsnrctl statusコマンドを実行し’アク
ティブなサービス名を確認しますSnapManager がリ
ポジトリデータベースに接続すると、データベース
のサービス名が使用されます。リスナーの設定によ
っては、短縮サービス名または完全修飾サービス名
が使用されます。バックアップ、リストア、または
その他の処理のために SnapManager がデータベース
に接続するときは、ホスト名と SID が使用されま
す。リポジトリが現在アクセスできないために正常
に初期化されない場合は ' リポジトリを削除するかど
うかを確認するエラー・メッセージが表示されます
リポジトリを現在のビューから削除すると、他のリ
ポジトリに対しても処理を実行できます。

また、対応するサービスが実行されているかどうか
も確認してください。

ホスト名はシステムで解決できるか。 指定したホスト名が別のサブネット上にあるかどう
かを確認してください。SnapManager がホスト名を
解決できないというエラーメッセージが表示された
場合は、ホストファイルにホスト名を追加します。
ホスト名は、C:\windows\system32\drivers\etc\hosts
\hosts：xxx.xxx hostname IP address`にあるファイ
ルに追加します

SnapDrive は稼働していますか。 SnapDrive のステータスを表示するには、 [ サービス
] に移動し、 SnapDrive サービスを選択します。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

SnapDrive でアクセスするように設定されているスト
レージシステムはどれですか？

SnapDrive 用に構成されているストレージ・システム
を検索するには、次の手順を実行します。

1. [ マイコンピュータ ] を右クリックし、 [ 管理 ] を
選択します。

2. [ * ストレージ * > * SnapDrive * ] をクリックしま
す。

3. ホスト名を右クリックし、 * transport protocol
settings * を選択します。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

SnapManager GUI のパフォーマンスはどのように向
上するのですか。

• リポジトリ、プロファイルホスト、およびプロフ
ァイルの有効なユーザ・クレデンシャルがあるこ
とを確認します。

クレデンシャルが無効な場合は、リポジトリ、プ
ロファイルホスト、およびプロファイルのユーザ
クレデンシャルを消去してください。リポジト
リ、プロファイルホスト、およびプロファイルに
対して以前に設定したユーザクレデンシャルをリ
セットします。追加情報のユーザクレデンシャル
の再設定については、「クレデンシャルキャッシ
ュをクリアした後のクレデンシャルの設定」を参
照してください。

• 未使用のプロファイルを閉じます。

開いているプロファイルの数が多い場合、
SnapManager の GUI のパフォーマンスは低下し
ます。

• SnapManager GUI から、「ユーザー環境設定」
ウィンドウの「管理者」メニューで「起動時に開
く」が有効になっているかどうかを確認します。

このオプションを有効にすると、「C
：\Documents and
Settings\Administrator\Application
Data\NetApp\SMSAP_3.3.0\GUI\STATE`にあるユ
ーザ設定（「user.config」）ファイル
が「openOnStartup=profile」と表示されます。

*起動時に開く*が有効になっているた
め、SnapManager GUIから最近開いたプロファ
イルを確認する必要があります。これには、ユー
ザ設定(user.config')ファイル内のlastOpenProfiles
を使用します

リストされているプロファイル名を削除して、開
いているプロファイルの数を常に最小限に抑える
ことができます。

• Windows ベースの環境に SnapManager の新しい
バージョンをインストールする前に、次の場所に
ある SnapManager クライアント側のエントリを
削除します。

C ： \Documents and
Settings\Administrator\Application Data\NetApp
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

複数の SnapManager 処理がバックグラウンドで同時
に開始されて実行されている場合、 SnapManager
GUI の更新に時間がかかります。バックアップを右
クリックすると（すでに削除されているが
SnapManager GUI に表示される）、そのバックアッ
プのバックアップ・オプションは [Backup or Clone]
ウィンドウでは有効になりません。

SnapManager の GUI が更新されるまで待ってから、
バックアップのステータスを確認する必要がありま
す。

Oracle データベースが英語で設定されていない場合
はどうすればよいですか。

Oracle データベースの言語が英語に設定されていな
いと、 SnapManager の処理が失敗することがありま
す。 Oracle データベースの言語を英語に設定しま
す。

1. NLS_LANG 環境変数が設定されていないことを
確認します。 echo %NLS_LANG%

2. C:\SnapManager_install_directory\service`にあ
る「wrapper.conf」ファイルに次の行を追加しま
す。

set.NLS_LANG=America_AmericA.WE8MSWIN

1252

3. SnapManager サーバを再起動します。

「smsap_server restart」を指定します

システム環境変数が NLS_LANG に設
定されている場合は、 NLS_LANG を
上書きしないようにスクリプトを編集
する必要があります。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

リポジトリ・データベースが複数の IP を指してい
て、各 IP のホスト名が異なる場合に、バックアップ
のスケジュール設定処理が失敗するとどうなります
か。

1. SnapManager サーバを停止します。

2. リポジトリディレクトリ内のスケジュールファイ
ルは、バックアップスケジュールをトリガーする
ホストから削除します。

スケジュールファイル名は次の形式にすることが
できます。

◦ リポジトリ
#repo_username#repository_database_name
#repository_host#repo_port

◦ repository
-repo_namerestory_database_name
-repository_host -repo_port

スケジュールファイルは、リポジトリ
の詳細に一致する形式で削除する必要
があります。

1. SnapManager サーバを再起動します。

2. SnapManager GUI から同じリポジトリの下にあ
る他のプロファイルを開き、これらのプロファイ
ルのスケジュール情報が失われないようにしま
す。

クレデンシャルファイルロックエラーが発生して
SnapManager 処理が失敗した場合、どうすればよい
ですか？

SnapManager は、更新前にクレデンシャルファイル
をロックし、更新後にロックを解除します。複数の
処理を同時に実行すると、いずれかの処理によっ
て、クレデンシャルファイルがロックされて更新さ
れることがあります。ロックされたクレデンシャル
ファイルに同時に別の処理でアクセスしようとする
と、ファイルロックエラーが発生して処理が失敗し
ます。

SMSAP_CONFIGファイルに、同時処理の頻度に応じ
て次のパラメータを設定します。

• FileLock.RetryInterval=100 ミリ秒

• FileLock.timeout=5000 ミリ秒

パラメータには、ミリ秒単位の値を指
定する必要があります。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

バックアップ検証処理がまだ実行中であっても、バ
ックアップ検証処理の中間ステータスが Monitor タブ
に failed と表示された場合はどうすればよいですか？

エラーメッセージは sm_gui.log ファイルに記録され
ます。ログ・ファイルを参照し
て’operation.heartbeatInterval’およ
びoperator.heartbeatThreshold’パラメータの新しい値
を確認する必要がありますこの問題 を解決します

1. 「SMSAP_CONFIG」ファイルに次のパラメータ
を追加します。

◦ opering.heartbeatInterval`=5000

◦ 「operation.heartbeatThreshold」=5000
SnapManager によって割り当てられるデフ
ォルト値は5000です。

2. これらのパラメータに新しい値を割り当てます。

パラメータには、ミリ秒単位の値
を指定する必要があります。

3. SnapManager サーバを再起動し、処理を再実行
してください。

ヒープ領域の問題が発生した場合の対処方法 SnapManager for SAPの処理中にヒープスペースの
問題 が発生した場合は、次の手順を実行する必要が
あります。

1. SnapManager for SAPのインストールディレクト
リに移動します。

2. installationdirectory\bin\launchjavaのpathか
ら’launchjavaファイルを開きます

3. java -Xmx160m java heap-space パラメータの値
を大きくします。

たとえば、デフォルト値の 160m を 200 m に増
やすことができます。

以前のバージョンのSnapManager
for SAPでJava heap-spaceパラメ
ータの値を増やした場合は、この
値を維持する必要があります。
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問題主導の質問 解決策の可能性があります

Windows 環境で SnapManager サービスが開始され
ず、「 Windows could not start Snap Manager on
Local computer. 」というエラーメッセージが表示さ
れます。詳細については、システムイベントログを
参照してください。Microsoft 以外のサービスの場合
は、サービスベンダーに問い合わせて、サービス固
有のエラーコード 1 を参照してください。

「Installation_directory\service」にあるwrapper.conf
ファイルの次のパラメータを設定します。

• ラッパーのスタートアップタイムアウトパラメー
タは、 Java 仮想マシン（ JVM ）を起動するラッ
パーとアプリケーションが起動した JVM からの
応答の最大許容時間を定義します。

デフォルト値は 90 秒に設定されています。ただ
し、 0 より大きい値を変更することはできます。
無効な値を指定した場合は、代わりにデフォルト
が使用されます。

• wrapper.ping.timeoutパラメータは’JVMにpingを
送信するラッパーとJVMからの応答の間の最大許
容時間を定義しますデフォルト値は 90 秒に設定
されています。

ただし、 0 より大きい値に変更することはできま
す。無効な値を指定した場合は、代わりにデフォ
ルトが使用されます。

ダンプ・ファイル

ダンプファイルは、 SnapManager とその環境に関する情報が格納された圧縮ログファ
イルです。作成されるログファイルには、処理、プロファイル、およびシステムダンプ
ファイルの種類があります。

グラフィカルユーザーインタフェース（ GUI ）の dump コマンドまたは * Create Diagnostics * タブを使用し
て、操作、プロファイル、または環境に関する情報を収集できます。システムダンプにはプロファイルは必要
ありませんが、プロファイルおよび処理ダンプにはプロファイルが必要です。

SnapManager のダンプ・ファイルには、次の診断情報が格納されています。

• 実行された手順

• 各ステップが完了するまでの時間

• 各手順の結果

• 処理中にエラーが発生した場合は、そのエラーです

SnapManager のログファイルまたはダンプファイルを使用すると、 root ユーザおよび root ユ
ーザグループに属するその他のユーザに対してのみ読み取りおよび書き込み権限が有効になり
ます。

SnapManager のファイルには、次の情報も含まれています。

• オペレーティングシステムのバージョンとアーキテクチャ
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• 環境変数（ Environment Variables ）

• Java のバージョン

• SnapManager のバージョンとアーキテクチャ

• SnapManager の環境設定

• SnapManager メッセージ

• log4j プロパティ

• SnapDrive のバージョンとアーキテクチャ

• SnapDrive ログファイル

• Oracle のバージョン

• Oracle OPatch のローカルインベントリの詳細

• リポジトリデータベースの Oracle のバージョン

• ターゲットのデータベースタイプ（スタンドアロン）

• ターゲット・データベースの役割（プライマリ、物理スタンバイ、または論理スタンバイ）

• ターゲット・データベースの Oracle Recovery Manager （ RMAN ）のセットアップ（ RMAN との統合な
し、制御ファイルを含む RMAN 、またはカタログ・ファイルを使用した RMAN ）

• ターゲットのデータベースの Oracle バージョン

• ターゲットデータベースの System Identifier （ SID ；システム ID ）

• リポジトリデータベースのサービス名

• ホストにデータベースインスタンスがインストールされている必要があります

• プロファイル記述子

• 最大共有メモリ

• スワップ・スペース情報

• メモリ情報

• マルチパス環境

• Host Utilities のバージョン

• Windows 用の Microsoft Internet Small Computer System Interface （ iSCSI ）ソフトウェアイニシエータ
のバージョン

• backintインターフェイスのバージョン

• BRツールバージョン

• パッチレベル

• system verifyコマンドの出力

ダンプファイルには、 Windows における SnapManager の制限事項も記載されています。

SnapManager ダンプファイルには、 SnapDrive データコレクタファイルと Oracle アラートログファイルも
含まれています。「smsapoperation dump」コマンドと「smsapprofile dump」コマンドを使用して、Oracle
アラートログファイルを収集できます。
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システムダンプには Oracle のアラートログは含まれませんが、プロファイルと処理ダンプには
アラートログが含まれます。

SnapManager ホストサーバが実行されていない場合でも、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）または
GUI を使用してダンプ情報にアクセスできます。

問題が解決できない場合は、これらのファイルをネットアップグローバルサービスに送信できます。

処理レベルのダンプ・ファイルを作成します

失敗した処理の名前またはIDを指定して「SMSAP operation dump」コマンドを使用す
ると、特定の処理に関するログ情報を取得できます。さまざまなログレベルを指定し
て、特定の処理、プロファイル、ホスト、または環境に関する情報を収集できます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

「* SMSAP operation dump-id_GUID_*」という名前になります

「smsapoperation dump」コマンドは、「smsapprofile dump」コマンドで得られる情報の
スーパーセットを提供し、「smsapsystem dump」コマンドで得られる情報のスーパーセッ
トを提供します。

ダンプファイルの場所：

Path:\<user-home>\Application

Data\NetApp\smsap\3.3.0\smsap_dump_8abc01c814649ebd0114649ec69d0001.jar

プロファイルレベルのダンプ・ファイルの作成

特定のプロファイルに関するログ情報は、「smsapprofile dump」コマンドでプロファイ
ル名を指定すると確認できます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

SMSAP profile dump-profile profile_profile_name_

ダンプファイルの場所：

Path:\<user-home>\Application

Data\NetApp\smsap\3.3.0\smsap_dump_8abc01c814649ebd0114649ec69d0001.jar
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プロファイルの作成中にエラーが発生した場合は、「SMSAP system dump」コマンドを使
用します。プロファイルの作成が完了したら、「SMSAP operation dump」コマンド
と「SMSAP profile dump」コマンドを使用します。

システムレベルのダンプファイルを作成

「SMSAP system dump」コマンドを使用すると、SnapManager ホストおよび環境に関
するログ情報を取得できます。さまざまなログレベルを指定して、特定の処理、プロフ
ァイル、またはホストと環境に関する情報を収集できます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

SMSAPのシステム・ダンプ

作成されたダンプ

Path:\<user-home>\Application

Data\NetApp\smsap\3.3.0\smsap_dump_server_host.jar

ダンプ・ファイルの検索方法

ダンプ・ファイルは、容易にアクセスできるようにクライアント・システムに配置され
ています。これらのファイルは、プロファイル、システム、または処理に関する問題の
トラブルシューティングを行う場合に役立ちます。

ダンプ・ファイルは、クライアント・システム上のユーザのホーム・ディレクトリに格納されます。

• グラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）を使用している場合、ダンプファイルは次の場所にありま
す。

user_home\Application Data\NetApp\smsap\3.3.0\smsap_dump

dump_file_type_name

server_host.jar

• コマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用している場合、ダンプファイルは次の場所にあります。

user_home\.netapp\smsap\3.3.0\smsap_dump_dump_file_type_name

server_host.jar

ダンプファイルには、 dump コマンドの出力が格納されています。ファイル名は、指定された情報によって異
なります。次の表に、ダンプ処理のタイプとそのファイル名を示します。
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ダンプ処理のタイプ 作成されたファイル名

処理 ID を指定した operation dump コマンド 「smsap_dump_operation-id.jar」です

operation dump コマンドに処理 ID は指定しません 「SMSAP operation dump -profile VH1 -verbose」次
の出力が表示されます。

smsap operation dump -profile VH1

-verbose

[ INFO] SMSAP-13048: Dump

Operation Status: SUCCESS

[ INFO] SMSAP-13049: Elapsed Time:

0:00:01.404

Dump file created.

Path: user_home\Application

Data\ontap\smsap\3.3.0\smsap_dump_

VH1_kaw.rtp.foo.com.jar

system dump コマンド smsap_dump_host-name.jar

profile dump コマンド profile dump コマンド 'smsap_dump_profile-name_host-name.jar

ダンプ・ファイルの収集方法

SnapManager コマンドに-dump’を含めて’正常または失敗したSnapManager 操作の後で
ダンプ・ファイルを収集できます

ダンプファイルは、次の SnapManager 処理について収集できます。

• プロファイルの作成

• プロファイルの更新

• バックアップを作成しています

• バックアップの検証

• バックアップを削除する

• バックアップの解放

• バックアップのマウント

• バックアップのアンマウント

• バックアップのリストア

• クローンを作成します

• クローンを削除します
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プロファイルを作成してダンプ・ファイルを収集できるのは、処理が成功した場合だけです。
プロファイルの作成中にエラーが発生した場合は、「SMSAP system dump」コマンドを使用
する必要があります。プロファイルが正常に完了したら、「smsapoperation dump」コマンド
と「smsapprofile dump」コマンドを使用してダンプファイルを収集できます。

• 例 *

 smsap backup create -profile targetdb1_prof1 -auto -full -online -dump

デバッグを容易にするために追加のログ情報を収集する

失敗したSnapManager 操作をデバッグするために追加のログが必要な場合は’外部環境
変数’server.log.level’を設定する必要がありますこの変数は、デフォルトのログレベルを
上書きし、ログファイル内のすべてのログメッセージをダンプします。たとえば、ログ
レベルを DEBUG に変更できます。これにより、追加のメッセージが記録され、問題の
デバッグに役立ちます。

SnapManager ログは、次の場所にあります。

• 「SnapManager_install_directory\log」のようになります

デフォルトのログレベルを上書きするには、次の手順を実行する必要があります。

1. SnapManager インストール・ディレクトリに’platform.override’テキストファイルを作成します

2. 'platform.override’テキストファイルに’server.log.level’パラメータを追加します

3. 値（トレース、デバッグ、情報、警告、エラー、 FATALまたはprogress）を’server.log.levelパラメータ
に指定します

たとえば’ログ・レベルを_ERROR_ERRORに変更するには’server.log.levelの値
を_ERROR_ERROR_ERRORに設定します

'server.log.level=error`

4. SnapManager サーバを再起動します。

追加のログ情報が不要な場合は’platform.override’テキストファイルから’server.log.level’パラメ
ータを削除できます

SnapManager は’smsap.config’ファイル内の次のパラメータのユーザ定義値に基づいて’サーバ・ログ・ファイ
ルのボリュームを管理します

• 「log.max_log_files」という形式で指定します

• 'log.max_log_file_size

• 'log.max_roling_operation_ffactor_logs'
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クローニングの問題のトラブルシューティング

ここでは、クローニング処理中に発生する可能性がある情報と、その解決方法について
説明します。

現象 説明 回避策

アーカイブ先
が「use_DB_RECOVERY_FILE_d
est」に設定されている場合、クロ
ーン処理は失敗します。

アーカイブ先が
Use_DB_RECOVERY_FILE_dest
を参照している場合、 Flash
Recovery Area （ FRA ）によって
アーカイブログがアクティブに管
理されます。SnapManager は、ク
ローンまたはリストア処理中に
FRA の場所を使用しないため、処
理が失敗します。

FRA の場所ではなく、アーカイブ
先を実際のアーカイブログの場所
に変更します。
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現象 説明 回避策

クローン処理は失敗し、「Cannot
perform operation: Clone Create」
というエラーメッセージが表示さ
れます。Root 原因： Oracle-00001
： SQL の実行中にエラーが発生し
ました： [ALTER DATABASE
OPEN RESETLOGS;]コマンドが返
されました:ORA-01195:ファイル1
のオンライン・バックアップでは’
整合性を保つために’より多くのリ
カバリが必要です

この問題は、 Oracle リスナーがデ
ータベースに接続できない場合に
発生します。

SnapManager GUI を使用してバッ
クアップをクローニングする場合
は、次の操作を実行します。

1. リポジトリツリーで、 * リポジ
トリ * > * ホスト * > * プロファ
イル * をクリックして、バック
アップを表示します。

2. クローニングするバックアップ
を右クリックし、 * Clone * を
選択します。

3. Clone Initialization ページで '
必須値を入力し ' クローン仕様
方式を選択します

4. Clone Specification ページで '*
Parameters * を選択します

5. [パラメーター（* Parameter *
）]タブをクリックする。

6. [パラメータ名]フィールド
に’local_slistener]という名前を
入力し'*OK*をクリックします

7. local_listener 行の * デフォルト
のオーバーライド * チェックボ
ックスをオンにします。

8. いずれかのパラメータをクリッ
クしてから’local_listenerパラメ
ータをダブルクリックし’次の
値を入力しま
す`(address=(protocol=tcp)(hos
t=<Your_host_name>)(port=<p

ort#>)`

9. [ ファイルに保存（ Save to
File ） ] をクリックします。

10. 「 * 次へ」をクリックして、ク
ローン作成ウィザードを続行し
ます。

CLI を使用してバックアップをク
ローニングする場合は、クローン
仕様ファイルの * <parameters> *
タグに次の情報を含める必要があ
ります。
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<parameters>

  <parameter>

 

<name>local_listener<

/name>

 

<value>(DESCRIPTION=(

ADDRESS=(PROTOCOL=TCP

)(HOST=<hostname>)(PO

RT=<port#>)))</value>

  </parameter>

</parameters>

現象 説明 回避策

使用しているマウント・ポイント
がすでに使用中であることを示す
エラー・メッセージが表示され
て、クローン処理に失敗します。

SnapManager では、既存のマウン
ト・ポイントにクローンをマウン
トすることはできません。そのた
め、クローンが不完全なため、マ
ウント・ポイントが削除されませ
んでした。

クローンが使用する別のマウント
ポイントを指定するか、問題のあ
るマウントポイントをアンマウン
トします。

データ・ファイルに .dbf 拡張子が
含まれていないことを示すエラー
・メッセージが表示されて、クロ
ーン処理に失敗します。

Oracle NID ユーティリティのバー
ジョンによっては、 .dbf 拡張子を
使用していないデータ・ファイル
が処理されないことがあります。

• データ・ファイルの名前を変更
し、 .dbf 拡張子を付加しま
す。

• バックアップ処理を繰り返しま
す。

• 新しいバックアップをクローニ
ングする。

要件を満たしていないためにクロ
ーニング処理が失敗する。

クローンを作成しようとしていま
すが、いくつかの前提条件が満た
されていません。

前提条件を満たすための「クロー
ンの作成」の説明に従ってくださ
い。

SnapManager for SAPで、Oracle
10gR2（10.2.0.5）の物理Oracle
Data Guardスタンバイデータベー
スのクローニングに失敗した場
合。

SnapManager for SAPで
は、Oracle Data Guardサービスを
使用して作成されたOracle 10gR2
（10.2.0.5）の物理スタンバイデー
タベースのオフラインバックアッ
プを実行している場合、管理対象
リカバリモードを無効にすること
はできません。この問題により、
オフライン・バックアップには整
合性がありません。SnapManager
for SAPでオフライン・バックアッ
プのクローニングを実行しようと
しても、クローン・データベース
に対してはリカバリも実行されま
せん。バックアップは一貫性がな
いため、クローンデータベースの
リカバリが必要になるため、SAP
でクローンを正常に作成できませ
ん。

Oracle データベースを Oracle
11gR1 （ 11.1.0.7 パッチ）にアッ
プグレードします。

グラフィカルユーザインターフェイスの問題のトラブルシュー
ティング

ここでは、グラフィカルユーザインターフェイス（ GUI ）に関するいくつかの一般的な
問題について、解決に役立つ情報を記載します。
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問題 説明 回避策

SnapManager GUIにアクセスして
処理を実行しようとする
と、「SMSAP-20111
：Authentication failed for user on
host」というエラーメッセージが
表示されることがあります。

この問題は、 SnapManager サー
バが実行されているホストでユー
ザのパスワードが変更された場合
に発生します。パスワードが変更
されると、 GUI を起動したユーザ
に対して作成されたクレデンシャ
ルキャッシュが無効になりま
す。SnapManager GUI は引き続き
キャッシュ内のクレデンシャルを
使用して認証を行うため、認証は
失敗します。

次のいずれかのタスクを実行する
必要があります。

• 次のコマンドを実行して、パス
ワードが変更されたユーザのク
レデンシャルを削除し、新しい
クレデンシャルをキャッシュに
追加します。

a. 「smsapcredential delete」

b. SMSAPのクレデンシャル
・セット

• 「smsapcredential clear」コマ
ンドを実行してキャッシュ全体
をクリアします。GUI を再度開
き、プロンプトが表示されたら
クレデンシャルを設定します。

Java Web Start を使用して
SnapManager GUI にアクセスする
ときに、セキュリティ警告が表示
されます。

Java Web Start を使用して
SnapManager GUI にアクセスする
ときに、セキュリティ警告が表示
されます。 JNLP jar は自己署名の
JRE であり、 SnapManager で使
用されている Java バージョンで
は、高度なセキュリティレベルで
自己署名の jar が許可されていない
ため、この問題が発生します。

Java コントロールパネルでセキュ
リティ設定を medium に変更する
か、 SnapManager GUI URL を例
外リストに追加します。

SnapManager Web Start GUI に、
正しくないバージョンが表示され
る。

Web スタート GUI を起動したとき
に、新しいバージョンから以前の
バージョンに SnapManager をダ
ウングレードすると、
SnapManager Web Start GUI の新
しいバージョンが起動されます。

また、次の手順を実行してキャッ
シュをクリアする必要がありま
す。

1. [ * スタート * ] をクリックし、
[ * ファイル名を指定して実行 *
] を

2. 「javaws -viewer」と入力しま
す

3. Java キャッシュビューア画面
で、 SnapManager アプリケー
ションを右クリックし、「 * 削
除 * 」を選択します。
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問題 説明 回避策

GUI を再起動し、特定のプロファ
イルのバックアップをチェックす
る際には、プロファイル名だけが
表示されます。

SnapManager では、プロファイル
を開くまで、そのプロファイルに
関する情報は表示されません。

次の手順を実行します。

1. プロファイルを右クリックし、
メニューから * 開く * を選択し
ます。

SnapManager によって、
[Profile Authentication] ダイア
ログボックスが表示されます。

2. ホストのユーザ名とパスワード
を入力します。

バックアップリストが表示され
ます。 SnapManager

プロファイルの認証
が必要になるのは、
クレデンシャルが有
効でキャッシュに保
持されている場合の
みです。

Windows への GUI のインストール
は成功しますが、エラーが発生し
ます。

GUI のインストールに使用するユ
ーザアカウントには、すべてのユ
ーザのアイコンとショートカット
を設定するための十分な権限があ
りません。ユーザ・アカウントに
は’C:\Documents and Settings\All
Users’ディレクトリを変更する権
限がありません

• 別の設定で GUI を再インスト
ールします。

[ アイコンの使用可能性の選択
] で、 [ この PC のすべてのユ
ーザーがこれらのショートカッ
トを使用できるようにする *]
チェックボックスをオフにしま
す。

• 制限されていないユーザアカウ
ントを使用してログインし、
GUI を再インストールします。

GUIで最初のリポジトリを開くと’
プロファイル名XXXXが以前にロー
ドしたリポジトリと競合していま
すというエラーメッセージが表示
されます

同じ名前のプロファイルをリポジ
トリに含めることはできませんま
た ' 一度に開くことができるリポジ
トリは 1 つだけです

2つの異なるオペレーティングシス
テム（OS）ユーザ間で競合してい
るプロファイルを参照するか、リ
ポジトリに対してSQLステートメ
ントを発行してプロファイルの名
前を変更します：「* update
smsap_33_profile set
name='new_name' where
name='old_name'*」
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問題 説明 回避策

「SMSAP-01092：Unable to
initialize repository repo1@ does
not exist」というエラーメッセージ
が表示されます。repo1SMSAP-
11006：Cannot resolve host does
not exist`

リポジトリが存在しない可能性が
あるため、リポジトリにアクセス
できません。GUI は、 credentials
ファイルからリポジトリのリスト
を初期化します。

このリポジトリを削除して、今後
ロードしないようにするかどうか
を確認するメッセージが表示され
ます。このリポジトリにアクセス
する必要がない場合は 'Delete をク
リックして 'GUI ビューから削除し
ますこれにより、クレデンシャル
ファイル内のリポジトリへの参照
が削除され、 GUI はリポジトリの
ロードを再試行しません。

SnapManager でデータベースツリ
ー構造のロードに時間がかかり、
SnapManager GUI にタイムアウト
エラーメッセージが表示されま
す。

SnapManager GUI からパーシャル
・バックアップ処理を実行する
と、 SnapManager はすべてのプ
ロファイルのクレデンシャルをロ
ードしようとします。エントリが
無効な場合、 SnapManager はエ
ントリの検証を試み、タイムアウ
ト・エラー・メッセージが表示さ
れます。

SnapManager コマンドラインイン
ターフェイス（ CLI ）で credential
delete コマンドを使用して、未使
用のホスト、リポジトリ、および
プロファイルのクレデンシャルを
削除します。

バックアップ、リストア、クロー
ンの処理の前後にプリプロセスや
ポストプロセスのアクティビティ
を実行するカスタムスクリプト
は、 SnapManager GUI には表示
されません。

カスタムスクリプトをバックアッ
プ、リストア、またはクローンス
クリプトのカスタムスクリプトの
場所に追加する際、各ウィザード
を起動したあとに、そのカスタム
スクリプトは [ 使用可能なスクリ
プト ] リストに表示されません。

SnapManager ホスト・サーバを再
起動し、 SnapManager GUI を開
きます。

SnapManager （ 3.1 以前）で作成
したクローン仕様 XML ファイルを
クローン処理に使用することはで
きません。

SnapManager 3.2 for SAPでは、タ
スク仕様セクション（タスク仕様
）は、個別のタスク仕様XMLファ
イルとして提供されています。

SnapManager 3.2 for SAPを使用し
ている場合は、クローン仕様XML
からタスク仕様セクションを削除
するか、クローン仕様XMLファイ
ルを新規作成する必要がありま
す。SnapManager 3.3以降で
は、SnapManager 3.2以前のリリ
ースで作成されたクローン仕
様XMLファイルはサポートされて
いません。
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問題 説明 回避策

SnapManager CLIでSMSAPのクレ
デンシャルのクリアコマンドを使
用するか、SnapManager GUIで*
Admin > Credentials > Clear >
Cache *をクリックしてユーザクレ
デンシャルをクリアしても、GUIで
のSnapManager 処理は続行されま
せん。

リポジトリ、ホスト、およびプロ
ファイルに設定されているクレデ
ンシャルがクリアされま
す。SnapManager は、処理を開始
する前にユーザクレデンシャルを
検証します。ユーザクレデンシャ
ルが無効な場合、 SnapManager
は認証に失敗します。ホストまた
はプロファイルをリポジトリから
削除しても、そのユーザクレデン
シャルはキャッシュに残っていま
す。これらの不要なクレデンシャ
ルエントリによって、 GUI からの
SnapManager 処理が遅くなりま
す。

キャッシュのクリア方法に応じ
て、 SnapManager GUI を再起動
します。

• SnapManager
GUI からクレデ
ンシャルキャッ
シュをクリアし
た場合は、
SnapManager
GUI を終了する
必要はありませ
ん。

• SnapManager
CLI からクレデ
ンシャルキャッ
シュをクリアし
た場合は、
SnapManager
GUI を再起動す
る必要がありま
す。

• 暗号化されたク
レデンシャルフ
ァイルを手動で
削除した場合
は、
SnapManager
GUI を再起動す
る必要がありま
す。

リポジトリ、プロファイルホス
ト、およびプロファイルに対して
指定したクレデンシャルを設定し
ます。SnapManager GUI で、リポ
ジトリツリーの下にリポジトリが
マップされていない場合は、次の
手順を実行します。

1. [* タスク >] > [ 既存のリポジト
リの追加 *] をクリックします

2. リポジトリを右クリックし '[*
開く ] をクリックし '[ リポジト
リ資格情報の認証 *] ウィンド
ウにユーザー資格情報を入力し
ます

3. リポジトリの下にあるホストを
右クリックし '[Open] をクリッ
クし '[Host Credentials

Authentication]( ホスト資格情
報の認証 ) にユーザー資格情報
を入力します 21



4. ホストの下のプロファイルを右
クリックし、 * 開く * をクリッ
クして、 * プロファイル資格情
報認証 * にユーザー資格情報を
入力します。

問題 説明 回避策

ブラウザの SSL 暗号強度が弱いた
め、 Java Web Start GUI を使用し
て SnapManager GUI を開くこと
はできません。

SnapManager は、 128 ビットより
弱い SSL 暗号をサポートしていま
せん。

ブラウザのバージョンをアップグ
レードし、暗号強度を確認しま
す。

既知の問題のトラブルシューティング

SnapManager の使用時に発生する可能性がある既知の問題とその回避方法について理解
しておく必要があります。

SnapManager for SAPで、プロファイルがclustered Data ONTAPのプロファイルとし
て識別されません

SnapManager for SAPインストール・ディレクトリのcmode_profiles.configファイルにclustered Data ONTAP
のプロファイル名がない場合は、次のエラー・メッセージが表示されることがあります。

「SnapDrive config set -dfm user_name apply_name」を使用してDFMサーバを構成してください。

また、SnapManager for SAPのアップグレード中に「/opt/NetApp/smsap/`*」フォルダを削除する
と、clustered Data ONTAPのプロファイル名が含まれる「cmode_profiles.config」ファイルも削除されます。
この問題も同じエラーメッセージをトリガーします。

• 回避策 *

プロファイルを更新します：SMSAP profile update -profile <profile_name\>`

SnapManager for SAPが「/opt/NetApp/smsap/`」パスにインストールされている場合、ファイ
ルの場所は「/opt/NetApp/smsap/cmode _profile/cmode_profiles.config」になります。

サーバを起動できません

サーバの起動時に、次のようなエラーメッセージが表示されることがあります。

「smsap-01104：コマンドの呼び出しエラー：smsap-17107：「SnapManager Server failed to start on port
8074」というエラーが表示されます。java.net.BindException: Address already in use」というエラーが表示
されます

これは、SnapManager リスニングポート（デフォルトは27314と27315）が別のアプリケーションで現在使
用されているためです。

このエラーは’SMSAP_SERVER’コマンドがすでに実行されているにもかかわらずSnapManager が既存のプ
ロセスを検出しない場合にも発生することがあります

• 回避策 *

別のポートを使用するように SnapManager または他のアプリケーションを再設定できます。

SnapManager を再設定するには、「C：\Program Files\NetApp\SnapManager for
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SAP\properties\SMSAP_CONFIG」というファイルを編集します

次の値を割り当てます。

• SMSAPのServer.port = 27314

• SMSAP Server.rmiRegistry.port=27315

• remote.registry.ocijdbc.port=27315

remote.registry.ocijdbc.port を Server.rmiRegistry.port と同じにする必要があります。

SnapManager サーバを起動するには、次の手順を実行します。

手順

1. [ * スタート * > * コントロールパネル * > * 管理ツール * > * サービス * ] をクリックします。

2. サービスウィンドウが開いたら、NetApp SnapManager 3.3 for SAPを選択します。

3. サーバは、次の 3 つの方法のいずれかで起動できます。

◦ 左パネルで、 * スタート * をクリックします。

◦ SAPのNetApp SnapManager 3.3を右クリックし、ドロップダウンメニューから* Start *を選択しま
す。

◦ SAP用のNetApp SnapManager 3.3をダブルクリックし、表示されたプロパティウィンドウで、* Start
*をクリックします。

デスティネーション名が他のデスティネーション名に含まれている場合、アーカイブロ
グファイルのデスティネーション名を管理できません

アーカイブログのバックアップ作成時に、ユーザが他のデスティネーション名の一部であるデスティネーショ
ンを除外する場合は、その他のデスティネーション名も除外されます。

たとえば、除外できる宛先が3つあるとします。「E：\\arch」、「G：\\arch」、および「H：\\arch」です。
アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップを作成するときに’E：\\arch’をコマンドを使用して除外した場合

smsap backup create -profile almsamp1 -data -online -archivelogs  -exclude

-dest E:\\arch

SnapManager for SAPでは’E:\arch’で始まるすべての送信先が除外されます

• 回避策 *

• デスティネーションが「v$archive_dest」で設定された後に、パス区切り文字を追加します。たとえ
ば、「E:\\arch'」を「E:\\arch\`」に変更します。

• バックアップを作成する際には、デスティネーションを除外するのではなく、バックアップ先を指定して
ください。
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リポジトリデータベースのサイズは、バックアップの数ではなく、時間とともに増加し
ます

リポジトリデータベースのサイズは時間とともに大きくなります。これは、 SnapManager の処理によってリ
ポジトリデータベーステーブル内のスキーマにデータが挿入または削除され、インデックススペースの使用率
が高くなるためです。

• 回避策 *

リポジトリスキーマによって消費されるスペースを制御するには、 Oracle のガイドラインに従ってインデッ
クスを監視し、再構築する必要があります。

リポジトリデータベースがダウンしていると、 SnapManager GUI にアクセスできず、
SnapManager 処理に失敗します

SnapManager 処理は失敗し、リポジトリデータベースがダウンしていると GUI にアクセスできません。

次の表に、実行するアクションとその例外を示します。

処理 例外

閉じたリポジトリを開く 次のエラーメッセージが「SM_GUI.log：[WARN]
：SMSAP-01106：リポジトリの照会中にエラーが発
生しました：Closed Connection
java.SQL.sqlException: Closed Connection」。

F5 キーを押して、開いているリポジトリを更新しま
す

リポジトリの例外がGUIに表示され’SM_GUI.logファ
イルにNullPointerExceptionも記録されます

ホストサーバを更新しています NullPointerExceptionが’sumo_gui-log’ファイルに記録
されます

新しいプロファイルを作成します Profile Configuration ウィンドウに
NullPointerException が表示されます。

プロファイルを更新しています 次のSQL例外が’SM_GUI.logに記録されます[WARN]
：SMSAP-01106：リポジトリの照会中にエラーが発
生しました：Closed Connection

バックアップへのアクセス 次のエラーメッセージが’SM_GUI.log:コレクションの
初期化に失敗しました

クローンのプロパティの表示 次のエラーメッセージが’SM_GUI.log’およ
び’sumo_GUI.log:コレクションの初期化に失敗しまし
た

• 回避策 *

GUI にアクセスする場合や SnapManager の処理を実行する場合は、リポジトリデータベースが稼働している
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ことを確認する必要があります。

クローンデータベースの一時ファイルを作成できません

ターゲットデータベースの一時表領域ファイルが、データファイルのマウントポイントとは異なるマウントポ
イントに配置されている場合、クローンの作成は成功しますが、 SnapManager でクローンデータベースの一
時ファイルが作成されません。

• 回避策 *

次のいずれかを実行する必要があります。

• 一時ファイルがデータファイルと同じマウントポイントに配置されるように、ターゲットデータベースを
レイアウトしてください。

• クローンデータベースに一時ファイルを手動で作成または追加する。

Data Guard スタンバイデータベースのバックアップに失敗する

いずれかのアーカイブログの場所にプライマリデータベースのサービス名が設定されていると、 Data Guard
スタンバイデータベースのバックアップに失敗します。

• 回避策 *

GUI で、プライマリデータベースのサービス名に対応する [* 外部アーカイブログの場所を指定します（
Specify External Archive Log location* ） ] をクリアする必要があります。

SnapManager で複数の並列処理を実行すると失敗します

同じストレージシステム上の異なるデータベースに対して複数の並列処理を実行する
と、一方の処理が原因で、両方のデータベースに関連付けられている LUN の igroup が
削除されることがあります。そのあとに他の処理が削除された igroup を使用しようとす
ると、 SnapManager にエラーメッセージが表示されます。

たとえば、ほとんど同時に異なるデータベースに対して backup delete 処理と backup create 処理を実行する
と、バックアップ作成処理は失敗します。以下に示す手順は、ほとんどの場合、異なるデータベースに対して
バックアップの削除処理とバックアップの作成処理を同時に実行したときの動作を示しています。

手順

1. backup deleteコマンドを実行します

2. backup createコマンドを実行します

3. backup createコマンドを実行すると、既存のigroupが識別され、同じigroupを使用してLUNがマッピング
されます。

4. backup deleteコマンドは’同じigroupにマッピングされているバックアップLUNを削除します

5. 「backup delete」コマンドを実行すると、このigroupにはLUNが関連付けられていないため、igroupが削
除されます。

6. backup createコマンドを実行すると’バックアップが作成され’存在しないigroupへのマッピングが試行さ
れるため’操作は失敗します
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◦ するべきこと *

データベースが使用するストレージ・システムごとにigroupを作成するには、次のコマンドを使用しま
す。「* sdcli igroup create *

プロファイルが作成されていない RAC ノードの 1 つから RAC
データベースをリストアできません

両方のノードが同じクラスタに属する Oracle RAC 環境で、バックアップが作成された
ノードとは異なるノードからリストア処理を実行しようとすると、リストア処理に失敗
します。

たとえば、ノード A でバックアップを作成してノード B からリストアしようとすると、リストア処理は失敗
します。

• するべきこと *

ノード B からリストア処理を実行する前に、ノード B で次の作業を行います。

手順

1. リポジトリを追加します。

2. 「smo profile sync」コマンドを実行して、プロファイルを同期します。

3. 「smo credential set」コマンドを実行して、リストア処理に使用するプロファイルのクレデンシャルを設
定します。

4. 「smo profile update」コマンドを実行して、プロファイルを更新し、新しいホスト名と対応するSIDを追
加します。

詳細については、こちらを参照してください

ここでは、 SnapManager のインストールと使用に関連する基本タスクについて説明し
ます。

文書化 説明

SnapManager 概要ページ このページには、 SnapManager に関する情報、オン
ラインドキュメントへのポインタ、およびソフトウ
ェアのダウンロードに使用できる SnapManager ダウ
ンロードページへのリンクが表示されます。

26



文書化 説明

_ 『 Data ONTAP 7-Mode SAN 構成ガイド』 _ このドキュメントは、から入手できます "ネットアッ
プサポート"。

SAN 環境でシステムをセットアップするための要件
に関する最新情報が記載された、動的なオンライン
・マニュアルです。ストレージシステムとホストプ
ラットフォーム、ケーブル接続の問題、スイッチの
問題、および構成に関する最新の情報が記載されて
います。

SnapManager と SnapDrive の互換性マトリックス このドキュメントは、 Interoperability セクションに
記載されています "Interoperability Matrix Tool で確認
してください"。

SnapManager 固有の最新情報とプラットフォーム要
件が記載された、動的なオンラインドキュメントで
す。

SnapManager リリースノート このドキュメントは SnapManager に付属していま
す。からコピーをダウンロードすることもできます "
ネットアップサポート"。

設定をスムーズに稼働させるために必要な最新の情
報が含まれています。

ネットアップのホスト接続およびサポートキットの
ドキュメント

"ネットアップサポート"。

ホストオペレーティングシステムとデータベースの
情報

これらのドキュメントには、ホストオペレーティン
グシステムとデータベースソフトウェアに関する情
報が記載されています。
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